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(57)【要約】
【課題】暖房時の立ち上がり性能に優れた空気調和機を
提供する。
【解決手段】室内熱交換器温度検出手段（図示せず）で
検出された室内熱交換器の温度に基づいて室内機（図示
せず）に内蔵された送風ファンの回転数を閾値毎にステ
ップ状に変更させる送風ファン回転数変更手段（図示せ
ず）と、外気温を検出する外気温検出手段（図示せず）
と、圧縮機（図示せず）の運転開始からの時間を計測す
る圧縮機運転時間計測手段（図示せず）とを有し、暖房
運転時に、外気温度が所定値（５℃）以下で、かつ、圧
縮機運転時間計測手段により計測された時間が所定時間
（４０分）以下の場合に、送風ファン回転数変更手段に
より指示した回転数を所定回転数だけ減少させるもので
、暖房運転開始時に、従来に比べて早く送風ファンの回
転数が高い回転数となるために、絶対的な暖房能力不足
を改善して、暖房時の立ち上がり性能が向上する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
圧縮機と室外熱交換器を備えた室外機と、室内熱交換器と送風ファンを備えた室内機から
なる空気調和機において、前記室内熱交換器の温度を検出する室内熱交換器温度検出手段
と、前記室内熱交換器温度検出手段により検出された前記室内熱交換器の温度に基づいて
前記送風ファンの回転数を閾値毎にステップ状に変更させる送風ファン回転数変更手段と
、外気温を検出する外気温検出手段と、前記圧縮機の運転開始からの時間を計測する圧縮
機運転時間計測手段とを有し、暖房運転時に、前記外気温検出手段により検出された外気
温度が所定値以下で、かつ、前記圧縮機運転時間計測手段により計測された時間が所定時
間以下の場合に、前記送風ファン回転数変更手段により指示した回転数を所定回転数だけ
減少させることを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
圧縮機と室外熱交換器を備えた室外機と、室内熱交換器と送風ファンを備えた室内機から
なる空気調和機において、前記室内熱交換器の温度を検出する室内熱交換器温度検出手段
と、前記室内熱交換器温度検出手段により検出された前記室内熱交換器の温度に基づいて
前記送風ファンの回転数を閾値毎にステップ状に変更させる送風ファン回転数変更手段と
、外気温を検出する外気温検出手段と、前記圧縮機の運転開始からの時間を計測する圧縮
機運転時間計測手段とを有し、暖房運転時に、前記外気温検出手段により検出された外気
温度が所定値以下で、かつ、前記圧縮機運転時間計測手段により計測された時間が所定時
間以下の場合に、前記送風ファン回転数変更手段により指示した回転数に相当するタップ
を所定タップだけ減少させることを特徴とする空気調和機。
【請求項３】
圧縮機と室外熱交換器を備えた室外機と、室内熱交換器と送風ファンを備えた室内機から
なる空気調和機において、前記室内熱交換器の温度を検出する室内熱交換器温度検出手段
と、前記室内熱交換器温度検出手段により検出された前記室内熱交換器の温度に基づいて
前記送風ファンの回転数を閾値毎にステップ状に変更させる送風ファン回転数変更手段と
、外気温を検出する外気温検出手段と、前記圧縮機の温度を検出する圧縮機温度検出手段
とを有し、暖房運転時で、前記外気温検出手段により検出された外気温度が所定値以下で
、かつ、前記圧縮機温度検出手段により検出された温度が所定温度以下の場合に、前記送
風ファン回転数変更手段により指示した回転数を所定回転数だけ減少させることを特徴と
する空気調和機。
【請求項４】
圧縮機と室外熱交換器を備えた室外機と、室内熱交換器と送風ファンを備えた室内機から
なる空気調和機において、前記室内熱交換器の温度を検出する室内熱交換器温度検出手段
と、前記室内熱交換器温度検出手段により検出された前記室内熱交換器の温度に基づいて
前記送風ファンの回転数を閾値毎にステップ状に変更させる送風ファン回転数変更手段と
、外気温を検出する外気温検出手段と、前記空気調和機の運転開始前の停止している時間
を計測する運転停止時間計測手段とを有し、暖房運転時で、前記外気温検出手段により検
出された外気温度が所定値以下で、かつ、前記運転停止時間計測手段により計測された時
間が所定時間以上の場合に、前記送風ファン回転数変更手段により指示した回転数を所定
回転数だけ減少させることを特徴とする空気調和機。
【請求項５】
室内機に空気の吸込み温度を検出する吸込み温度検出手段と、空気調和機の運転を遠隔操
作するリモコンを有し、前記リモコンで設定した設定温度と前記吸込み温度検出手段によ
り検出された温度の差が第２の所定値以上の場合に、前記送風ファン回転数変更手段によ
り指示した回転数を所定回転数だけ、又は前記送風ファン回転数変更手段により指示した
回転数に相当するタップを所定タップだけ減少させることを特徴とする請求項１～４のい
ずれか１項に記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の、一般的な空気調和機として、冷房運転や暖房運転の開始時に、冷房能力および
暖房能力不足とならないよう、外気温に応じて、圧縮機の初期周波数の上限値や下限値を
設定するものがあった（例えば、特許文献１参照）。また、暖房運転時の立ち上がり性能
向上および暖房運転時の足元暖房感を向上させるための方策として、室内機の吹出し口の
吹出し面積を狭くして風量を減少させ、同時に圧縮機の運転周波数を上げることにより凝
縮温度を高くして吹出し空気温度を上げて、吹出し空気温度と輻射温度に基づいた風量制
御を行っていた（例えば、特許文献２参照）。
【０００３】
　図７は、上記特許文献１に記載された従来の空気調和機の暖房運転時の外気温度に対す
る初期周波数、上限周波数、下限周波数の補正特性を示す図である。図７に示すように、
基準外気温度よりも外気温度が高くなるにつれて必要な暖房能力は小さくなるため、徐々
に初期周波数、上限周波数、下限周波数のそれぞれを低く設定するようにしている。
【０００４】
　さらに、従来の空気調和機の制御としては、図８のように、室内熱交換器の温度を検出
し、室内熱交換器の温度の上昇に応じて室内機の送風ファンの回転数を閾値毎にステップ
状に変更させ、暖房時の吹出し空気による冷風感を緩和するようにしている。
【特許文献１】特開平８－２１９５３０号公報
【特許文献２】特開平９－２９６９５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来の空気調和機の構成では、次のような課題があった。即ち、も
ともと必要な能力に応じた圧縮機運転周波数が設定されているが、特に運転開始時に外気
温が低い時には、電装品の温度上昇結果から設定される電流制限値以上の圧縮機運転周波
数には設定することが出来ないため、必要な能力に応じた圧縮機運転周波数まで上昇させ
ることが出来ない状況が発生し、結果として室温がある程度上昇するまで、絶対的な暖房
能力不足となる場合があった。
【０００６】
　一方、室内熱交換器の温度の上昇に伴って、室内機の送風ファンの回転数を閾値毎にス
テップ状に変更させる方式では、次のような課題があった。
【０００７】
　即ち、雪の日など外気温が低くて湿度が高い場合には、暖房運転開始とともに室外熱交
換器への急速な着霜の進行により、蒸発温度が低下することから、凝縮温度の上昇が妨げ
られて、室内熱交換器温度が設定の送風ファンの回転数となる温度領域まで上昇せずに下
がり始めるようになることがある。
【０００８】
　そのため、送風ファンの回転数が設定回転数よりも低くて絶対的な暖房能力不足となり
、部屋全体の温度がなかなか上昇せず、暖房時の立ち上がり性能が悪くなる傾向にあった
。この場合には、送風ファンの回転数が低くて吹出し空気温度が低い時間も長くなるため
に暖房感が得られないばかりでなく、部屋の温度上昇が極端に悪くなり、設定した室温に
到達する前に除霜運転が開始されてますます室温の上昇が遅くなるという悪循環に陥るこ
ともまれにあった。
【０００９】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、従来より早く設定の送風ファンの回転数
になることを実現するとともに、暖房運転開始時の絶対的な暖房能力不足を解消して立ち
上がり性能を向上させた空気調和機を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の空気調和機は、圧縮機と室外熱交換器を備
えた室外機と、室内熱交換器と送風ファンを備えた室内機からなる空気調和機において、
前記室内熱交換器の温度を検出する室内熱交換器温度検出手段と、前記室内熱交換器温度
検出手段により検出された前記室内熱交換器の温度に基づいて前記送風ファンの回転数を
閾値毎にステップ状に変更させる送風ファン回転数変更手段と、外気温を検出する外気温
検出手段と、前記圧縮機の運転開始からの時間を計測する圧縮機運転時間計測手段とを有
し、暖房運転時に、前記外気温検出手段により検出された外気温度が所定値以下で、かつ
、前記圧縮機運転時間計測手段により計測された時間が所定時間以下の場合に、前記送風
ファン回転数変更手段により指示した回転数を所定回転数だけ減少させるもので、暖房運
転開始時に、従来に比べて早く送風ファンの回転数が高い回転数となるために、絶対的な
暖房能力不足を改善でき、同時に部屋全体の温度上昇を従来に比べて改善し、暖房時の立
ち上がり性能に優れた空気調和機を提供することができる。
【００１１】
　また、本発明の空気調和機は、圧縮機と室外熱交換器を備えた室外機と、室内熱交換器
と送風ファンを備えた室内機からなる空気調和機において、前記室内熱交換器の温度を検
出する室内熱交換器温度検出手段と、前記室内熱交換器温度検出手段により検出された前
記室内熱交換器の温度に基づいて前記送風ファンの回転数を閾値毎にステップ状に変更さ
せる送風ファン回転数変更手段と、外気温を検出する外気温検出手段と、前記圧縮機の運
転開始からの時間を計測する圧縮機運転時間計測手段とを有し、暖房運転時に、前記外気
温検出手段により検出された外気温度が所定値以下で、かつ、前記圧縮機運転時間計測手
段により計測された時間が所定時間以下の場合に、前記送風ファン回転数変更手段により
指示した回転数に相当するタップを所定タップだけ減少させるもので、暖房運転開始時に
、従来に比べて早く送風ファンの回転数が高い回転数となるために、絶対的な暖房能力不
足を改善でき、同時に部屋全体の温度上昇を従来に比べて改善し、暖房時の立ち上がり性
能に優れた空気調和機を提供することができる。
【００１２】
　また、本発明の空気調和機は、圧縮機と室外熱交換器を備えた室外機と、室内熱交換器
と送風ファンを備えた室内機からなる空気調和機において、前記室内熱交換器の温度を検
出する室内熱交換器温度検出手段と、前記室内熱交換器温度検出手段により検出された前
記室内熱交換器の温度に基づいて前記送風ファンの回転数を閾値毎にステップ状に変更さ
せる送風ファン回転数変更手段と、外気温を検出する外気温検出手段と、前記圧縮機の温
度を検出する圧縮機温度検出手段とを有し、暖房運転時で、前記外気温検出手段により検
出された外気温度が所定値以下で、かつ、前記圧縮機温度検出手段により検出された温度
が所定温度以下の場合に、前記送風ファン回転数変更手段により指示した回転数を所定回
転数だけ減少させるもので、暖房運転開始時に、従来に比べて早く送風ファンの回転数が
高い回転数となるために、絶対的な暖房能力不足を改善でき、同時に部屋全体の温度上昇
を従来に比べて改善し、暖房時の立ち上がり性能に優れた空気調和機を提供することがで
きる。
【００１３】
　また、本発明の空気調和機は、圧縮機と室外熱交換器を備えた室外機と、室内熱交換器
と送風ファンを備えた室内機からなる空気調和機において、前記室内熱交換器の温度を検
出する室内熱交換器温度検出手段と、前記室内熱交換器温度検出手段により検出された前
記室内熱交換器の温度に基づいて前記送風ファンの回転数を閾値毎にステップ状に変更さ
せる送風ファン回転数変更手段と、外気温を検出する外気温検出手段と、前記空気調和機
の運転開始前の停止している時間を計測する運転停止時間計測手段とを有し、暖房運転時
で、前記外気温検出手段により検出された外気温度が所定値以下で、かつ、前記運転停止
時間計測手段により計測された時間が所定時間以上の場合に、前記送風ファン回転数変更
手段により指示した回転数を所定回転数だけ減少させるもので、暖房運転開始時に、従来
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に比べて早く送風ファンの回転数が高い回転数となるために、絶対的な暖房能力不足を改
善でき、同時に部屋全体の温度上昇を従来に比べて改善し、暖房時の立ち上がり性能に優
れた空気調和機を提供することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の空気調和機は、雪の日など外気温が低くて湿度が高い場合にも、従来に比べて
早く送風ファンの回転数が高い回転数となるために、なかなか設定した送風ファンの速度
にならないといった不満を解決できるばかりでなく、絶対的な暖房能力不足を改善でき、
同時に部屋全体の温度上昇を従来に比べて改善し、暖房時の立ち上がり性能を向上させる
ことができるため、部屋の暖まりが悪いといった使用者の不満を解消することが可能とな
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　第１の発明は、圧縮機と室外熱交換器を備えた室外機と、室内熱交換器と送風ファンを
備えた室内機からなる空気調和機において、前記室内熱交換器の温度を検出する室内熱交
換器温度検出手段と、前記室内熱交換器温度検出手段により検出された前記室内熱交換器
の温度に基づいて前記送風ファンの回転数を閾値毎にステップ状に変更させる送風ファン
回転数変更手段と、外気温を検出する外気温検出手段と、前記圧縮機の運転開始からの時
間を計測する圧縮機運転時間計測手段とを有し、暖房運転時に、前記外気温検出手段によ
り検出された外気温度が所定値以下で、かつ、前記圧縮機運転時間計測手段により計測さ
れた時間が所定時間以下の場合に、前記送風ファン回転数変更手段により指示した回転数
を所定回転数だけ減少させるもので、暖房運転開始時に、従来に比べて早く送風ファンの
回転数が高い回転数となるために、絶対的な暖房能力不足を改善でき、同時に部屋全体の
温度上昇を従来に比べて改善し、暖房時の立ち上がり性能に優れた空気調和機を提供する
ことができる。
【００１６】
　第２の発明は、圧縮機と室外熱交換器を備えた室外機と、室内熱交換器と送風ファンを
備えた室内機からなる空気調和機において、前記室内熱交換器の温度を検出する室内熱交
換器温度検出手段と、前記室内熱交換器温度検出手段により検出された前記室内熱交換器
の温度に基づいて前記送風ファンの回転数を閾値毎にステップ状に変更させる送風ファン
回転数変更手段と、外気温を検出する外気温検出手段と、前記圧縮機の運転開始からの時
間を計測する圧縮機運転時間計測手段とを有し、暖房運転時に、前記外気温検出手段によ
り検出された外気温度が所定値以下で、かつ、前記圧縮機運転時間計測手段により計測さ
れた時間が所定時間以下の場合に、前記送風ファン回転数変更手段により指示した回転数
に相当するタップを所定タップだけ減少させるもので、暖房運転開始時に、従来に比べて
早く送風ファンの回転数が高い回転数となるために、絶対的な暖房能力不足を改善でき、
同時に部屋全体の温度上昇を従来に比べて改善し、暖房時の立ち上がり性能に優れた空気
調和機を提供することができる。
【００１７】
　第３の発明は、圧縮機と室外熱交換器を備えた室外機と、室内熱交換器と送風ファンを
備えた室内機からなる空気調和機において、前記室内熱交換器の温度を検出する室内熱交
換器温度検出手段と、前記室内熱交換器温度検出手段により検出された前記室内熱交換器
の温度に基づいて前記送風ファンの回転数を閾値毎にステップ状に変更させる送風ファン
回転数変更手段と、外気温を検出する外気温検出手段と、前記圧縮機の温度を検出する圧
縮機温度検出手段とを有し、暖房運転時で、前記外気温検出手段により検出された外気温
度が所定値以下で、かつ、前記圧縮機温度検出手段により検出された温度が所定温度以下
の場合に、前記送風ファン回転数変更手段により指示した回転数を所定回転数だけ減少さ
せるもので、暖房運転開始時に、従来に比べて早く送風ファンの回転数が高い回転数とな
るために、絶対的な暖房能力不足を改善でき、同時に部屋全体の温度上昇を従来に比べて
改善し、暖房時の立ち上がり性能に優れた空気調和機を提供することができる。
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【００１８】
　第４の発明は、圧縮機と室外熱交換器を備えた室外機と、室内熱交換器と送風ファンを
備えた室内機からなる空気調和機において、前記室内熱交換器の温度を検出する室内熱交
換器温度検出手段と、前記室内熱交換器温度検出手段により検出された前記室内熱交換器
の温度に基づいて前記送風ファンの回転数を閾値毎にステップ状に変更させる送風ファン
回転数変更手段と、外気温を検出する外気温検出手段と、前記空気調和機の運転開始前の
停止している時間を計測する運転停止時間計測手段とを有し、暖房運転時で、前記外気温
検出手段により検出された外気温度が所定値以下で、かつ、前記運転停止時間計測手段に
より計測された時間が所定時間以上の場合に、前記送風ファン回転数変更手段により指示
した回転数を所定回転数だけ減少させるもので、暖房運転開始時に、従来に比べて早く送
風ファンの回転数が高い回転数となるために、絶対的な暖房能力不足を改善でき、同時に
部屋全体の温度上昇を従来に比べて改善し、暖房時の立ち上がり性能に優れた空気調和機
を提供することができる。
【００１９】
　第５の発明は、特に、第１～４のいずれか一つの発明の室内機に空気の吸込み温度を検
出する吸込み温度検出手段と、空気調和機の運転を遠隔操作するリモコンを有し、前記リ
モコンで設定した設定温度と前記吸込み温度検出手段により検出された温度の差が第２の
所定値以上の場合に、前記送風ファン回転数変更手段により指示した回転数を所定回転数
だけ、又は前記送風ファン回転数変更手段により指示した回転数に相当するタップを所定
タップだけ減少させるもので、暖房運転開始時に、従来に比べて早く送風ファンの回転数
が高い回転数となるために、絶対的な暖房能力不足を改善でき、同時に部屋全体の温度上
昇を従来に比べて改善し、暖房時の立ち上がり性能に優れた空気調和機を提供することが
できる。
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００２１】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の第１の実施の形態における空気調和機について、図１から図６を用いて
説明する。図１は、本実施の形態における空気調和機の冷凍サイクル図を示すものである
。
【００２２】
　図１において、本実施の形態における空気調和機は、室内に設置される室内機と（図示
せず）、冷媒配管（図示せず）を介して前記室内機に接続される室外機（図示せず）から
構成され、室内機は、室内熱交換器５と、送風ファン（図示せず）と、室内熱交換器５の
温度を検出する室内熱交換器温度検出手段（図示せず）を備え、室外機は、圧縮機１と、
室外熱交換器３と、膨張弁４と、外気温度を検出する外気温検出手段（図示せず）とを備
えている。更に、本実施の形態における空気調和機は、四方弁２と、室内熱交換器温度検
出手段により検出された室内熱交換器５の温度に基づいて、送風ファンの回転数を閾値毎
にステップ状に変更させる送風ファン回転数変更手段（図示せず）と、圧縮機１の運転開
始からの時間を計測する圧縮機運転時間計測手段（図示せず）と、圧縮機１の温度を検出
する圧縮機温度検出手段（図示せず）と、前記空気調和機の運転開始前の停止している時
間を計測する運転停止時間計測手段と、室内機に設けられ、空気の吸込み温度を検出する
吸込み温度検出手段（図示せず）と、空気調和機の運転を遠隔操作するためのリモコン（
図示せず）を備えている。
【００２３】
　冷房運転時は、冷媒は、圧縮機１を吐出された後、四方弁２を通過した後、室外熱交換
器３で凝縮し、膨張弁４で減圧され、室内熱交換器５で蒸発し、再び四方弁２を通過して
圧縮機１に戻る構成となっている。一方、暖房運転時は、冷媒は、圧縮機１を吐出された
後、四方弁２を通過した後、室内熱交換器５で凝縮し、膨張弁４で減圧され、室外熱交換
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器３で蒸発し、再び四方弁２を通過して圧縮機１に戻る。
【００２４】
　図２は、本実施の形態における空気調和機の暖房運転の温度上昇時における室内熱交換
器５の温度と、室内機の送風ファンのステップとの相関を示す図、図３は、同空気調和機
の暖房運転の温度上昇時における室内熱交換器５の温度と時間の相関を示す図である。
【００２５】
　同図において、送風ファンの回転数は、外気温を閾値として表１のように設定され、外
気温度に応じて、送風ファン回転数変更手段によってステップ状に変えられるようになっ
ている
【００２６】
【表１】

【００２７】
　なお、図２において、送風ファンの回転数が送風ファンタップとの関係で、外気温を閾
値として表２および表３のような相関として設定されている場合もある。
【００２８】

【表２】

【００２９】
【表３】

【００３０】
　図２において、外気温度が所定値（本実施の形態では、５℃）を超える場合は、送風フ
ァンの回転数は、暖房運転時の吹出し空気による冷風感が発生しない回転数に設定されて
いる。一方、外気温度が５℃以下で、なおかつ、圧縮機運転時間計測手段で計測された圧
縮機１の運転開始からの時間が所定時間（本実施の形態では、４０分）未満の場合には、
それまで圧縮機１の運転を停止していたために圧縮機１の運転を開始しても各部の温度上
昇が速くなく、冷凍サイクルが安定するまで時間がかかる傾向にある。
【００３１】
　そこで、そういった条件下では、同じ温度閾値の範囲内で、５℃を越える場合よりも、
所定回転数だけ減少させた回転数で運転することにより、凝縮圧力の高い状態である狙い
の冷凍サイクルに早く到達させることが可能となる。従って、図３のように、従来より早
く設定の送風ファンの回転数になることを実現するとともに、早く送風ファンの回転数が
高くなることから早く暖房能力を高くすることが可能となり、暖房運転開始時の絶対的な
暖房能力不足を解消して立ち上がり性能を向上できる。
【００３２】
　他方、外気温度が５℃以下で、なおかつ圧縮機１の運転開始からの時間が４０分以上の
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場合には、それまで圧縮機１の運転を継続していたために各部の温度上昇が速くなり、冷
凍サイクルが安定するまで時間も短くなる傾向にある。このような条件下では、同じ温度
閾値の範囲内で、外気温度５℃を越える場合と同じ回転数で運転することが可能であり、
凝縮圧力の高い状態である狙いの冷凍サイクルにも充分早く到達させることが可能である
。従って、図４のように、回転数を低くする場合と従来の回転数の場合とで温度上昇があ
まり変わらなくなり、逆に回転数が低い方が暖房能力がやや落ちる傾向にあるので、それ
よりも回転数が高い方が、高い暖房能力を期待でき、暖房運転開始時の絶対的な暖房能力
不足を解消して立ち上がり性能を向上できる。
【００３３】
　また、暖房運転時で、外気温度が所定値（本実施の形態では、５℃）以下で、なおかつ
、圧縮機温度検出手段で検出された圧縮機１の温度が所定温度（本実施の形態では、２０
℃）未満の場合、それまで圧縮機１の運転を停止していた可能性が高いため、圧縮機１の
運転を開始しても各部の温度上昇が速くなく、冷凍サイクルが安定するまで時間がかかる
傾向にある。そこで、そういった条件下では、同じ温度閾値の範囲内で、５℃を越える場
合よりも、所定回転数だけ減少させた回転数で運転することにより、凝縮圧力の高い状態
である狙いの冷凍サイクルに早く到達させることが可能となる。従って、図５のように、
従来より早く設定の送風ファンの回転数になることを実現するとともに、早く送風ファン
の回転数が高くなることから早く暖房能力を高くすることが可能となり、暖房運転開始時
の絶対的な暖房能力不足を解消して立ち上がり性能を向上できる。
【００３４】
　他方、外気温度が５℃以下で、なおかつ圧縮機１の温度が２０℃以上の場合には、それ
まで圧縮機１の運転を継続していたために各部の温度上昇が速くなり、冷凍サイクルが安
定するまで時間も短くなる傾向にある。そこで、そういった条件下では、同じ温度閾値の
範囲内で、外気温度５℃を越える場合と同じ回転数で運転することが可能であり、凝縮圧
力の高い状態である狙いの冷凍サイクルにも充分早く到達させることが可能である。従っ
て、回転数を低くする場合と従来の回転数の場合とで温度上昇があまり変わらなくなり、
逆に回転数が低い方が暖房能力がやや落ちる傾向にあるので、それよりも回転数が高い方
が高い暖房能力を期待でき、暖房運転開始時の絶対的な暖房能力不足を解消して立ち上が
り性能を向上できる。
【００３５】
　また、暖房運転時で、外気温度が所定値（本実施の形態では、５℃）以下で、なおかつ
、運転停止時間計測手段で計測された空気調和機の運転開始前の停止していた時間が所定
時間（本実施の形態では、６０分）以上の場合、それまで圧縮機１の運転を停止していた
可能性が高いため、圧縮機１の運転を開始しても各部の温度上昇が速くなく、冷凍サイク
ルが安定するまで時間がかかる傾向にある。そこで、そういった条件下では、同じ温度閾
値の範囲内で、５℃を越える場合よりも、所定回転数だけ減少させた回転数で運転するこ
とにより、凝縮圧力の高い状態である狙いの冷凍サイクルに早く到達させることが可能と
なる。従って、図６のように、従来より早く設定の送風ファンの回転数になることを実現
するとともに、早く送風ファンの回転数が高くなることから早く暖房能力を高くすること
が可能となり、暖房運転開始時の絶対的な暖房能力不足を解消して立ち上がり性能を向上
できる。
【００３６】
　他方、外気温度が５℃以下で、なおかつ空気調和機の運転開始前の停止していた時間が
６０分未満の場合には、それまで圧縮機１の運転を継続していたために各部の温度上昇が
速くなり、冷凍サイクルが安定するまで時間も短くなる傾向にある。そこで、そういった
条件下では、同じ温度閾値の範囲内で、外気温度５℃を越える場合と同じ回転数で運転す
ることが可能であり、凝縮圧力の高い状態である狙いの冷凍サイクルにも充分早く到達さ
せることが可能である。従って、回転数を低くする場合と従来の回転数の場合とで温度上
昇があまり変わらなくなり、逆に回転数が低い方が暖房能力がやや落ちる傾向にあるので
、それよりも回転数が高い方が高い暖房能力を期待でき、暖房運転開始時の絶対的な暖房
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【００３７】
　また、暖房運転時で、低外気温で、リモコンで設定した設定温度と、吸い込み温度検出
手段で検出された室内機の吸い込み温度との差が第２の所定値、例えば、３℃以上の場合
にのみ、送風ファンを所定回転数だけ減少させた回転数で運転することにより、高い暖房
能力が欲しい時には速く高い暖房能力を出すことが可能であり、室温が設定温度に近くな
って高い暖房能力が不要となった場合には暖房能力を下げることができるようになる。
【００３８】
　なお、上記実施の形態においては、外気温度閾値と室内熱交換器温度閾値によって制御
する方法を説明したが、室内熱交換器の温度を推定できる圧力や、吹出し空気温度そのも
のをパラメータとしても構わない。
【００３９】
　また、本実施の形態においては、圧縮機の運転開始からの時間や圧縮機の温度や空気調
和機の運転開始前の停止している時間によって制御する方法を説明したが、他の停止状態
を確認できる条件、例えばリモコンの操作時間やその他のセンサーで検出された温度によ
っても構わない。
【産業上の利用可能性】
【００４０】
　以上のように、本発明にかかる空気調和機は、暖房運転時に、外気温度が所定値以下で
、かつ、圧縮機の運転時間が所定時間以下の場合に、送風ファンの回転数を所定回転数だ
け減少させることで、絶対的な暖房能力不足を改善し、暖房時の立ち上がり性能、快適性
を向上させるもので、各種空気調和機に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の実施の形態１における空気調和機の冷凍サイクル図
【図２】同空気調和機の暖房運転の温度上昇時における室内熱交換器温度と室内機の送風
ファンのステップとの相関を示す図
【図３】同空気調和機の暖房運転の温度上昇時における室内熱交換器温度と時間の相関を
示す図（圧縮機運転開始からの時間が４０分未満）
【図４】同空気調和機の暖房運転の温度上昇時における室内熱交換器温度と時間の相関を
示す図（圧縮機運転開始からの時間が４０分以上）
【図５】同空気調和機の暖房運転の温度上昇時における室内熱交換器温度と時間の相関を
示す図（圧縮機温度が２０℃未満）
【図６】同空気調和機の暖房運転の温度上昇時における室内熱交換器温度と時間の相関を
示す図（空気調和機の運転開始前の停止時間が６０分以上）
【図７】従来の空気調和機の暖房運転時の外気温度に対する初期周波数、上限周波数、下
限周波数の補正特性を示す図
【図８】従来の他の例を示す空気調和機の暖房運転時の室内熱交換器温度と室内機の送風
ファンのステップとの相関を示す図
【符号の説明】
【００４２】
　１　圧縮機
　２　四方弁
　３　室外側熱交換器
　４　膨張弁
　５　室内側熱交換器
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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